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城東区複合施設　日建設計

　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災
活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利
便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福
祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。
　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利
用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスの
スクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あ
ふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センター
など、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。
　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想
されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上
階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階
にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図
書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見す
るなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。
　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の
花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利
用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定し
た北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイ
ン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。
撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
赤木　　隆（あかぎ・たかし）
1972年 兵庫工業高等学校卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門シニアエキスパート

惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）
1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門ダイレクター

尾口　晴基（おぐち・はるき）
2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：大阪市都市整備局・
 株式会社日建設計
施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体
所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番
用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、
 図書館、老人福祉センター、事務所
建 築 主：大阪市
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
構造規模：SRC造、一部RC造・S造、
 地下1階、地上4階
工　　期：2014年1月～2016年3月
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日
本
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
の
が
昭
和
四

五
年
︵
一
九
七
〇
年
︶。
日
本
は
人
口
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
経
済
発
展
を
遂
げ
、
様
々
な
公
害
問

題
に
取
組
ん
で
い
る
頃
だ
。
二
〇
二
五
年
に
は
再

び
関
西
で
大
阪
・
関
西
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

る
。
今
度
の
舞
台
は
大
阪
の
湾
岸
で
手
付
か
ず
で

取
り
残
さ
れ
て
い
た
夢
洲
が
舞
台
と
な
る
が
、
今

回
は
前
回
の
舞
台
で
あ
っ
た
万
博
公
園
内
に
あ
る

﹁
大
阪
日
本
民
藝
館
﹂
を
取
り
あ
げ
た
い
。

　

先
ず
は
民
藝
運
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。こ
の

運
動
は
大
正
一
五
年︵
一
九
二
六
年
︶に
思
想
家
の
柳

宗
悦
氏
、陶
芸
家
の
濱
田
庄
司
氏
、川
井
寛
次
郎
氏

ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
生
活
文
化
運
動
で
あ
る
。こ

の﹁
民
藝
﹂と
い
う
造
語
は
、﹁
民
藝
的
工
芸
﹂の
略
称

に
あ
た
り
、地
方
の
民
衆
の
生
活
道
具
の
中
か
ら
、新

た
な
美
的
価
値
基
準
を
示
す
造
語
で
あ
る
。柳
た
ち

は
日
本
各
地
を
め
ぐ
り
、民
藝
の
美
を
備
え
た
器
物

を
収
集
し
、運
動
の
初
期
は
百
貨
店
等
で
の
展
示
販

売
を
試
み
た
。昭
和
三
年︵
一
九
二
八
年
︶に
東
京
上

野
で﹁
御
大
礼
記
念
国
産
振
興
博
覧
会
﹂が
開
催
さ

れ
、柳
宗
悦
氏
ら
同
人
達
が
建
物
の
設
計
か
ら
内
装
、

展
示
ま
で
を
手
掛
け
最
初
の
民
藝
館
と
な
っ
た
。そ
の

後
、東
京
駒
場
、倉
敷
民
藝
館
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、民
藝

ブ
ー
ム
が
全
国
に
広
ま
っ
た
。な
お
、こ
の
万
博
公
園
内

に
あ
る
建
物
は
柳
氏
の
死
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

建
物
は
、
関
西
の
企
業
一
七
社
が
協
議
会
を
設

立
し
、﹁
暮
ら
し
の
美
﹂
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
計
画

さ
れ
た
。
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
平

屋
・
一
部
二
階
建
て
で
大
林
組
に
よ
り
完
成
し
た
。

　

海
外
で
生
産
さ
れ
た
も
の
に
溢
れ
か
え
る
日
本

に
、
再
び
も
の
づ
く
り
の
﹁
美
﹂
を
取
り
返
す
起

点
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。　

２
０
２
０
近
畿
建
築
祭　
　

副
会
長　

田
中
義
久

　

近
畿
地
方
の
六
府
県
の
建
築
士
会
が
集
ま
っ
て

近
畿
建
築
士
会
協
議
会
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
士
会
の
行
事
・
事
業
の
紹
介
を
始
め
建
築
基
準

法
・
士
法
な
ど
建
築
行
政
に
関
す
る
意
見
交
換
が

そ
の
目
的
で
す
が
、
府
県
を
超
え
た
共
同
事
業
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
近
畿
建
築
祭

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
各
士
会
が
持
ち
回
り
で
企
画

し
、
近
畿
の
建
築
士
会
員
が
参
加
し
て
相
互
交
流

す
る
場
の
提
供
を
行
う
の
で
す
。

　

今
年
度
は
大
阪
士
会
の
担
当
で
、
い
ま
は
事
業

部
門
が
中
心
に
な
っ
て
そ
の
骨
子
を
ま
と
め
、
最

終
的
に
は
各
委
員
会
の
協
力
を
得
て
近
畿
の
会
員

の
皆
様
に
お
披
露
目
い
た
し
ま
す
。

　

大
阪
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
は
、﹁
二
〇
二

五
年
大
阪
万
博
﹂﹁SD

Gs

に
関
連
し
た
事
項
﹂﹁
世

界
遺
産　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
﹂﹁
中
之
島
﹂﹁
近

畿
ヘ
リ
テ
ー
ジ
﹂﹁
学
生
な
ど
の
若
き
力
﹂﹁
大
阪
・

関
西
の
未
来
﹂﹁
発
展
﹂﹁
山
と
木
材
﹂﹁
市
民
力
﹂

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
会
場
で
士
会
会
員
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
お
持
ち

の
一
般
市
民
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
を

目
指
し
一
〇
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
︵
三
月
中
旬
︶
で
は
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
を
席
捲
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
ろ
に
は
平
穏
に
戻
り
、
例
年
以
上
に
意
義
の

あ
る
近
畿
建
築
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

INFORMATION

事務局からのお知らせ

2020年版会員名簿につきましては、建築人7
月号に同封して会員全員にお送りする予定とし
ております。会員名簿の掲載事項は①氏名②
勤務先名③勤務先住所・電話・Fax④建築士
級別（正会員のみ）となっておりますが、下記の
いずれかを希望される場合は、4月17日（金）ま
でにFaxまたは郵便にて事務局までご連絡をお
願いいたします（既にご連絡をいただいている
場合は不要です）。
A.	氏名以外（②〜④）を掲載しない。
B.	連絡先が自宅のみのため、③に自宅の連絡
先を掲載する。

C.	氏名を含め一切掲載しない（ホームページの
名簿も不掲載）

大阪府福祉のまちづくり条例が改
正されました。

ホテル等のバリアフリー化に関する下記の規
定の改正を行いました。
①一般客室におけるバリアフリー化の促進
②車椅子使用者用客室の更なるバリアフリー化
③バリアフリー情報の公表
詳細は大阪府ＨＰで「おおさかのあたりまえ」を
検索、そのページ内のTopics「大阪府福祉の
まちづくり条例・規則を改正しました！」をご覧くだ
さい。
担当　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築企画課　
　　　福祉のまちづくり推進グループ　
　　　Tel.06-6941-0351	内4331・4332

　5/29（金）	大阪YMCA会館　　　 200名
※6/4（木）	 大阪YMCA会館　　　 200名
※6/12（金）	大阪府建築健保会館　	100名
　7/15（水）	大阪府建築健保会館　	100名
※8/7（金）	 大阪国際会議場　　　	200名
　9/29（火）	大阪府建築健保会館　 100名
▼DVD講習
　日程・会場・定員
　6/25（木）	大阪府建築士事務所協会　20名
※7/30（木）	大阪府建築士会　　　　20名
　8/27（木）	大阪府建築士事務所協会　20名
※9/18（金）	大阪府建築士会　　　　20名
　時間　		9：15〜17：00（各講習日共）
　受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
　申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及
センターHPからダウンロード（平成29年度
受講者には、直接申込書を郵送します。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程
　　　　　大阪府建築士事務所協会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

フランク・ロイド・ライト設計で国の
重要文化財の旧山邑邸（ヨドコウ
迎賓館）見学会
5/27　CPD3単位（予定）

 
建築当初の姿がほぼ現存する日本で唯一見ら
れるライト式の住宅建築で、灘の酒造家・山邑
家の別荘として大正期に設計された。
後に「ヨドコウ迎賓館」と呼ばれるこの建物は
高台に建ち、自然に囲まれた洋館の、幾何学的
な彫刻を施した大谷石の車寄せや、マホガニー
の木組み装飾など、ドラマティックなライト式建
築を堪能しませんか?
日時　5月27日（水）　13：00〜
集合　JR芦屋駅
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
定員　20名（申込先着順）

開催中止・延期のお知らせ

新型コロナウイルス感染および拡大防止の観
点から以下の事業を中止・延期いたします。ご
了承の程、よろしくお願い申し上げます。
中止
•TOSAZAIツアー	in	高知・梼原（5/15〜16）
延期
•苔おじさんに学ぶ	小さな苔から地球温暖化
防止?!（4/25）

　　　　（土、日、祝日は除く。但し4/18（土）、
　　　　	4/19（日）は配布します。）
　時間　9：30〜17：00
　場所		大阪府建築士会事務局
◇受験申込書の受付
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
等を考慮して「郵送による受付」になります。

　期間　4月1日（水）〜4月20日（月）まで
　　　　延期（消印有効）
　郵送方法　

受験申込書に必要事項の記入と必要証
明書等関係書類・写真を貼付し、指定の
振込用紙により、受験手数料を納付した
のち、指定封筒を使用し、必ず簡易書留
便で郵送してください。

　郵送先
　　（公財）建築技術教育普及センター本部
◇学科試験日　　　7月12日（日）
◇設計製図試験日　10月11日（日）
※郵送及びインターネットによる受験申込等、
詳細は建築技術教育普及センターのホーム
ページをご覧ください。

http://www.jaeic.or.jp/

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
5/27、7/1、9/4　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講ください。
日程　令和2年5/27（水）、7/1（水）、9/4（金）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

令和2年度建築士定期講習
5/21、5/29、6/4、6/12、6/25、7/15、7/30、
8/7、8/27、9/18、9/29　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼対面講習
　日程・会場・定員
　5/21（木）	大阪国際交流センター　200名

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価	等
（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構	
　造種別は問いません。また、他府県の建築物	
　も対象としております。
（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年建築士試験案内

■二級・木造建築士試験
◇受験申込書の配布
　期間　3月16日（月）〜4月13日（月）
　　　　（土、日、祝日は除く。但し4/11（土）、
　　　　	4/12（日）は配布します。）
　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込書の受付
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
等を考慮して「郵送による受付」になります。

　期間　3月25日（水）〜4月13日（月）まで
　　　　延期（消印有効）
　郵送方法

受験申込書に必要事項の記入と必要証
明書等関係書類・写真を貼付し、指定の
振込用紙により、受験手数料を納付した
のち、指定封筒を使用し、必ず簡易書留
便で郵送してください。

　郵送先
　　（公財）建築技術教育普及センター本部
◇学科試験日　　　二級	7月5日（日）
　　　　　　　　　木造	7月12日（日）
◇設計製図試験日　二級	9月13日（日）
　　　　　　　　　木造	10月11日（日）
■一級建築士試験
◇受験申込書の配布
　期間　3月23日（月）〜4月20日（月）

Administration
行政からのお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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現時点の令和元年度決算見込は、予算目
標通り収入と支出がほぼ同額となる見通
しを、3 月度理事会で報告しました。
公益事業の予算に対する収入は、新型コ
ロナウイルスの影響により、3 月に開催
予定の定期講習や監理技術者講習が中止
となり減収しました。また、耐震診断改
修講習、住宅省エネ事業、既存住宅状況
調査講習事業等が、受講者減少等により
減収となる一方、国庫補助事業や空き家
関連事業等が増収となり、決算全体の収
支差額はほぼ±０となる見込みです。
最終の決算内容は 5 月の定時総会時に会
員にお示しし、ご承認を得る予定です。

本会の岡本会長が近畿ブロック推薦を受
けて立候補されていた日本建築士会連合
会の次期会長選挙が行われ、東京建築士
会会長の近角真一氏の就任が内定し、6
月の連合会総会で決議の予定です。
近角氏は昭和 22 年生れの 72 歳で、昭
和 49 年に東京大学建築学科をご卒業後、
内井昭蔵建築設計事務所で 7 年間勤務さ
れ、現在、㈱集工舎建築都市デザイン研
究所所長として多方面でご活躍されてい
ます。

本会の岡本会長、役員、地元委員による
令和元年度の大阪府内市町村首長等への
訪問は、2 月 26 日の塩川豊能町長面談で、
43 市町村すべての訪問を完了しました。
訪問時の首長等との面談では、本会が
行っている社会貢献活動の建築相談、大
地震時の応急危険度判定、耐震診断、イ
ンスペクションを活用した空き家対策、
行政の審議会への会員建築士の派遣等々
の行政施策とつながりが深い活動を、地
元会員を中心に市町村と連携・協力して
取り組むことを提案しました。

2/ 26 豊能町長面談
2/ 27 大阪府収用委員会
3/ 4 日本建築士会連合会総務企画委員会
3/ 10 大阪府収用委員会
3/ 12 日本建築士会連合会正副会長会議
3/ 16 運営委員会
3/ 18 理事会・正副会長会議
3/ 21 医療建築連携・専門家会議
3/ 24 大阪府収用委員会

新型コロナウイルス感染・拡大防止措置
により、3 月の各委員会運営会議の多く
が中止され、メールなどにより情報・意
見交換を行うなど、本会の活動に影響が
出ています。
（運営部門）
◦令和 2 年建築士試験の本会における対

面受付が中止となり、すべて東京の普
及センター本部において郵送受付

（研修部門）
◦3/26、3/31 建築士定期講習の開催中止
（受講できなかった方は、令和 2 年度
の講習に振替受講が認められます。）

◦3/4 監理技術者講習の開催中止
◦3/11「Hat house 見学会」、3/12「環境

性能評価システム講習会」、3/24「限界
耐力計算による木造耐震設計レビュー
と改修事例の紹介」の開催延期・中止

（表彰部門）
◦第 64 回大阪建築コンクール書類選考

10 作品の現地審査の延期
（社会貢献部門）
◦3/27いずみ野セミナー「防水改修」中止
◦3/14 景観まちづくり講座の延期

また、本会が作成した「建築士による罹
災証明発行調査マニュアル」及び「泉佐
野市空家寄付受けマニュアル」を寄贈し、
災害時の罹災証明調査の支援や空き家対
策に対する本会の取り組みを説明しまし
ました。訪問先からは、本会活動に高い
評価と期待を頂いており、公益団体とし
て引き続き活発に社会貢献活動に取り組
んでいくことを伝えました。

令和 2 年度の ｢大阪市高齢者住宅改修費
給付事業｣ の審査業務を、大阪市福祉局
から昨年度に引続き受託しました。
大阪市が助成を行う介護保険の対象とな
らない高齢者の住宅改修申請の審査・査
定を行い、高齢者が安心して生活できる
よう支援するものです。本会では高齢者
の住宅改修に詳しい女性委員会委員が担
当しており、昨年度は 77 件の書類審査
と 23 件の現地審査を行いました。

文化庁の「平成 31 年度文化遺産総合活
用活性化事業」は、約 1,000 万円の補助
を受け、ヘリテージ委員会とその下部組
織であるヘリテージマネージャー協議会
により完了し、4 月 1 日付で文化庁に報
告書を提出しました。
本事業では、大阪の歴史文化遺産を紹介
するWebサイト「大阪文化財ナビ」の
中国語版の構築や、「歴史的建造物マッ
プ堺泉州北部版」の作成を行いました。
また、20 件分の登録文化財説明案内板
を作成し、所有者に交付しました。第 7
期ヘリテージマネージャー育成講座では
19 名が修了されました。
登録文化財を会場に文化財の活用と保存
を学ぶ、「はじめよう文化財の活用」を
６回開催し延 122 名が参加、重要文化財
の中之島図書館を会場とした「大阪講談
の楽しみ方」を２回開催し延 47 名が参
加するなど多彩な活動を行いました。

動静レポート

（左）塩川恒敏豊能町長

会長動静

大阪市から高齢者住宅改修費給付事業
審査業務を受託 

事業部門 

平成 31 年度文化庁補助事業の成果 

社会貢献部門

新型コロナウイルス感染防止の影響 

運営部門

令和元年度の決算見込み 

運営部門

日本建築士会連合会の次期会長に
近角氏が内定 

日本建築士会連合会 

令和元年度の市町村首長訪問が終了 

運営部門 
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ノースショアでは、リゾート開発された
ワイキキとは異なる、ハワイの原風景を
感じました。タイトなスケジュールで見
学できる時間は限られますが、学ぶとこ
ろは多く、帰ってきてから写真や入手し
た資料整理をすることで、少しでも自分
の身になることを心掛けるなど、「充実
した研修でした」と冒頭申し上げた言葉
で締めさせていただきます。

Topics

地域委員会建築士の会「南河内」では、
平成 29 年より和風住宅を楽しみ、勉強
しようと、各分野の建築職人の方を講師
としてお呼びし、講習会や見学会を行っ
ています。今回は、「職人シリーズ第 7
弾」として、「淡路瓦工場・採掘現場見学」
を行いました。
午前 8：30に難波駅前を出発。行程の途
中にある、安藤忠雄氏設計の本福寺水御
堂を参拝、見学。歴史ある寺院と現代建
築の融合を感じました。
その後、淡路瓦や地元産木材を使用した
住宅「淡路島の家 H 邸」を見学。設計
者の平松氏に材料として使用した木材の
伐採から製材、施工の話、納まり等の話、
屋根材として淡路瓦を使用した経緯など

「充実した研修でした。」と一言でいうこ
とは容易いが、それをどう伝えるかは難
しいところです。恐れながら今回の研修
旅行の Topicsを担当させていただくこ
とになり、悩みに悩んで、私自身が感じ
た本研修旅行の魅力を紹介させていただ
きます。今回一番良かったと感じたこと
は、限られた時間ですが現地の建築家（レ
スター・オオバヤシご夫妻とジョン・Ｍ・
ハラ氏）の皆さまとお会いし、談話や建
物見学ができたことです。ハラ氏から、
設計された東西文化センターやホノルル
美術館の増築等の話をお伺いし、オオバ
ヤシご夫妻は、設計された高齢者施設内
を見学させていただくなど、貴重な機会
を得ることができました。もちろん言葉
の壁はあり、十分なコミュニケーション
が取れたわけではありませんが、非常に
よくしていただき、さらには、お土産に
ハラ氏の作品集等をいただくなど貴重資
料を入手することもできました。これら

伺いました。
そして粘土採掘場では、山を削り地中深
く掘られた斜面に、粘土層がくっきり表
れていました。採掘場の所長の説明によ
ると、粘土層の上下部分は品質が瓦には
不適格ですべてが出荷できないとか、こ
の採掘場は、あと 2 ～ 4 年で取り尽くす
など広大な採掘場を見ながら説明をして
いただきました。
最後に、古くから瓦を生産されている大
栄窯業㈱の瓦工場と付設したギャラリー
を見学しました。ギャラリーでは、瓦粘
土を使用した外装材、家具、小物等が展
示してあり、その中には、ゴルフクラブ
ヘッドがセラミックになっているものも

あり注目を浴びていました。

の機会が持てたのは、本士会国際委員の
小林氏や森田氏のおかげによるところで
す。他の研修旅行で必ずしも海外の建築
家とお近づきになれるわけではありませ
んが、本士会の海外研修は人と人とのつ
ながりを重きに企画されていることを感
じることができました。例えば、今回
11 名の参加者で宿泊先の晩に懇親会・
反省会を開くなど、仕事抜きで語らいあ
える参加者同士のつながりも非常に重要
だと思われます。以上が私の最も魅力の
感じた研修内容ですが、それだけでは、
建物研修の報告にならないので、研修し
た建物を一部紹介しますと、アリゾナ記
念館（パールハーバー）などから建築と
は真逆の破壊行為の悲愴さを感じ、カカ
アコ再開発地域のペインテイング・ウ
オールや、ダイヤモンドヘッドからの眺
望により都市開発を俯瞰し、ポリネシア
カルチャーセンターでは、ハワイを含む
ポリネシア文化の保存の意義を学習し、

今回の見学会では、耐震、職人不足その
他の理由で瓦屋根が減少する中、瓦産地
の若い方々が「瓦屋根を増やそう！」、「瓦
焼き技術を利用したものを創ろう！」、
と努力されているのが印象的でした。

大栄窯業㈱ギャラリー

ジョン・Ｍ・ハラ氏設計のホノルル美術館増築

淡路瓦工場・採掘現場見学会
日時：令和 2年 2月 8日（土）　8：30〜 18：30　　会場：大栄窯業㈱など　　参加者：18名

湯谷三木男（地域委員会建築士の会「南河内」委員）

大阪府建築士会　第 16回海外研修旅行『建築から見たハワイの魅力を探る』
日程：令和 2年 2月 20日（木）〜 2月 25日（火）　　訪問先：ホノルルを中心にノースショアのライエやハレイワなど　　参加者：11名

河野　学（国際委員会委員）
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Gallery 建築作品紹介 大丸心斎橋店本館 設計：日建設計＋竹中工務店
施工：竹中工務店

1933年竣工の大丸心斎橋店本館の建替プロジェクトである。W.M.ヴォー
リズの代表作である旧本館は大阪のメインストリート御堂筋の顔として
長年市民に親しまれてきた。新本館では創建当初の姿を留める外壁の保
存再生、昭和初期の商業文化の煌びやかな特徴を留める内装の復原によ
り、現代の百貨店が失いつつある非日常感を演出する「ハレの場」を継
承した。また、都市再生特別地区の活用により実現した道路上空各階で
の北館との一体化、水晶塔を間近に見られる空中庭園など、保存部との
調和と対比が織りなす新しい空間の創出によって、百貨店の競争力と街
の回遊性を飛躍的に高めつつ心斎橋地域に更なる賑わいを発信している。

所 在 地：大阪市中央区
用　　途：百貨店
竣　　工：2019.09
構造規模：Ｓ造・ＳＲＣ造
　　　　　地下 3階
　　　　　地上 11階
敷地面積：10,755.72㎡
建築面積：5,631.51㎡
延床面積：66,367.87㎡
写　　真：古川泰造
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体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

だ
か
ら
こ
そ
、
外
壁
の
厚
み
が
建
物
に
独
特
の
存

在
感
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
同

じ
壁
構
造
な
が
ら
、
同
時
期
の
日
本
住
宅
公
団
の

薄
い
壁
で
囲
ま
れ
た
標
準
設
計
に
は
な
い
、
住
ま

い
と
し
て
の
堅
牢
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
厚
い
壁
に
囲
ま
れ
た
室
内
に
柱
や
梁
の
露
出

は
な
く
、
ど
っ
し
り
と
し
た
間
仕
切
り
壁
に
よ
っ

て
、
確
か
な
骨
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
簡
素
に

し
て
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
も
漂
う
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ

ニ
ン
グ
の
大
き
な
開
口
部
か
ら
は
、
障
子
ご
し
に

明
る
い
自
然
光
が
差
し
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
独
創
的
な
社
宅
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う

に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

浦
辺
の
営
繕
技
師
と
し
て
の
矜
持
と
共
に
、
倉
敷

レ
イ
ヨ
ン
の
企
業
精
神
が
読
み
取
れ
る
と
思
う
。

一
九
三
四
年
に
京
都
帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業

し
、
倉
敷
絹
織
︵
現
・
ク
ラ
レ
︶
に
入
社
し
、
営

繕
技
師
と
し
て
歩
み
始
め
た
浦
辺
は
、敗
戦
直
後
、

社
長
の
大
原
総
一
郎
の
意
向
を
受
け
、
建
築
設
計

課
長
と
し
て
、
木
造
プ
レ
フ
ァ
ブ
の
ク
ラ
ケ
ン
型

組
立
住
宅
︵
一
九
四
七
年
︶
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
経
験
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
続
く
一
九
四
九
年

に
、
社
名
変
更
し
た
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
の
営
繕
部
長

に
就
任
す
る
と
、
会
社
の
成
長
と
工
場
の
新
設
に

伴
い
、
多
く
の
社
宅
を
手
が
け
て
い
く
。
そ
の
過

程
で
、
岡
山
と
倉
敷
で
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ア
パ
ー
ト
と
、
同
じ
構
造
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
京
都

航
空
ビ
ル
︵
一
九
六
一
年
︶
で
の
実
践
を
経
て
、

社
宅
ア
パ
ー
ト
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
開
発
さ

れ
た
の
が
、RC

︲

六
〇
型
な
の
で
あ
る
。
こ
の
型

式
は
、
一
九
六
一
年
の
岡
山
と
富
山
の
他
に
、

一
九
六
三
年
の
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
と
一
九
六

四
年
の
高
槻
の
計
四
ヶ
所
の
社
宅
で
実
現
す
る
。

　

設
計
を
担
当
し
た
松
村
慶
三︵
一
九
二
九
年
～
︶

は
、
一
九
六
二
年
に
浦
辺
が
建
築
家
と
し
て
自
立

す
る
た
め
に
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
社
内
に
設
立
し
た
倉

敷
建
築
研
究
所
の
経
歴
書
︵
一
九
六
四
年
︶
の
中

で
、﹁
い
く
つ
か
の
課
題
を
自
ら
に
課
し
て
、
こ
の

数
年
来
私
ど
も
は
ア
パ
ー
ト
に
関
し
て
一
つ
の
解

答
を
見
つ
け
る
た
め
に
努
力
し
て
き
た
﹂と
し
て
、

六
つ
の
要
点
か
ら
設
計
意
図
を
説
明
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、﹁
そ
こ
で
明
日
の
世
代
の
正
し
い
社
会

観
が
培
わ
れ
る
﹂
よ
う
に
、﹁
個
人
生
活
と
共
同
生

活
と
が
正
し
い
姿
勢
で
向
き
あ
っ
て
い
る
﹂
こ
と
。

次
に
、﹁
構
造
の
追
究
に
よ
る
、
よ
り
よ
い
空
間

の
確
保
﹂
を
目
指
し
、﹁
室
内
に
は
、
う
っ
と
う
し

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
梁
が
な
い
﹂
こ
と
。﹁
高
価
な

土
地
を
高
度
に
利
用
す
る
﹂
た
め
、﹁
じ
め
じ
め

し
た
縁
の
下
の
代
り
に
、
涼
風
の
わ
た
る
さ
わ
や

か
な
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
が
あ
る
﹂
こ
と
。﹁
み
す
ぼ
ら
し

く
う
ら
ぶ
れ
た
落
胆
を
誰
も
が
せ
ず
に
す
む
よ
う

に
﹂、﹁
今
日
の
き
ら
び
や
か
さ
の
代
り
に
、
風
雪

に
耐
え
ぬ
く
質
実
な
外
貌
を
持
っ
て
い
る
﹂こ
と
。

﹁
新
し
い
地
表
を
創
る
建
築
家
の
喜
び
を
こ
め
て

美
し
い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
描
く
﹂こ
と
。
そ
し
て
、

﹁
す
べ
て
こ
れ
ら
を
や
す
く
﹂
納
め
る
こ
と
。
最

後
に
、
松
村
は
、
こ
れ
ら
の
設
計
意
図
を
通
し
て
、

﹁
自
分
の
住
む
家
に
誇
り
を
も
て
る
こ
と
が
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
か
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
﹂
を
、
ア

パ
ー
ト
に
住
む
人
々
に
捧
げ
た
い
と
し
て
い
る
。

　

RC
︲

六
〇
型
は
、
こ
の
よ
う
な
明
晰
な
設
計

思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
こ
に
結
実
し
た
浦
辺
の
設
計
思
想
が
、
遠
く
戦

前
期
か
ら
温
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る

資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
浦
辺
は
、﹃
月
刊
民
芸
﹄

︵
一
九
四
一
年
三
月
号
︶
に
寄
稿
し
た
文
章
﹁
寄

宿
舎
建
築
様
式
の
変
遷
︱
倉
敷
絹
織
会
社
の
場
合

︱
﹂
の
中
で
、先
代
社
長
の
大
原
孫
三
郎
が
明
治
、

大
正
期
に
建
設
し
た
型
破
り
の
木
造
の
﹁
寄
宿
舎

ら
し
く
な
い
寄
宿
舎
﹂
の
特
徴
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
当
時
主
流
の
一
室
に
多
人
数

の
女
子
工
員
を
収
容
す
る
二
階
建
て
の
﹁
集
合
寄

宿
舎
﹂
で
は
な
く
、
少
人
数
部
屋
で
構
成
さ
れ
た

平
屋
建
て
を
庭
木
や
花
を
植
え
た
中
庭
を
挟
ん
で

向
か
い
合
わ
せ
に
配
置
し
て
縁
側
を
設
け
、
住
み

や
す
く
美
し
い
﹁
分
散
寄
宿
舎
﹂
が
実
現
さ
れ
て

い
た
。
浦
辺
は
、
こ
こ
に
は
、﹁
工
場
は
一
経
営

者
の
も
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
社
会
的
使
命
を
帯

び
た
共
同
作
業
場
で
あ
る
べ
き
だ
﹂
と
い
う
大
原

の
考
え
が
活
か
さ
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
富
山
ア
パ
ー
ト
に
は
、
他
に
は
見

ら
れ
な
い
集
合
住
宅
の
先
駆
的
な
試
み
が
人
知
れ

ず
実
践
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
再
評
価
と
再
活

用
が
待
た
れ
る
貴
重
な
建
築
遺
産
だ
と
思
う
。

リビング・ダイニング

正面外観全景

倉敷レイヨン富山RC-60型アパート　1961年
社宅で実践された先駆的な試み

記憶の建築
松隈　洋
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建
築
相
談
室
か
ら 

四
十
八

　
　
　
　

施
工
者
の
悩
み　

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
建
築
相
談
室
に
は
施
工
者
な
ど
の
建
物
供

給
側
の
相
談
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
は

二
一
件
、
全
体
の
約
二
％
程
度
の
相
談
が
施
工
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
施
工
者
の
悩
み
や

相
談
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

施
工
し
た
物
件
の
ト
ラ
ブ
ル

　

や
は
り
多
い
の
は
自
ら
施
工
し
た
物
件
に
ま
つ
わ

る
相
談
で
す
。﹁
昨
年
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
住
宅
で
、

結
露
が
発
生
し
、
施
主
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

結
露
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。﹂
と
い
う
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
が
一
つ
と
言
え
ず
、
現
地

も
見
て
い
ま
せ
ん
。
漠
然
と
﹁
教
え
て
ほ
し
い
﹂
で

は
教
え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
安
易
に
回
答
し

た
こ
と
が
﹁
建
築
士
会
で
言
っ
て
い
た
・
言
わ
れ
た
﹂

と
い
う
説
明
が
一
人
歩
き
し
て
も
困
り
ま
す
。
慎
重

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
相
談
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、﹁
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
住
宅
で
、
雨

漏
れ
が
見
つ
か
っ
た
。
一
度
補
修
し
た
が
、
半
年
後

再
度
雨
漏
れ
が
見
つ
か
っ
て
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

今
回
は
し
っ
か
り
と
原
因
調
査
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
雨
漏
れ
が
経
年
劣
化
な
の
か
太
陽
光
発
電

設
置
の
施
工
に
よ
る
も
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
。﹂

﹁
五
年
前
に
建
築
・
販
売
し
た
住
宅
が
傾
い
て
き
て
、

軒
先
が
接
触
し
そ
う
な
状
態
で
あ
る
。
現
地
調
査

し
て
ほ
し
い
。﹂
と
い
う
二
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
本
会
の
現
地
相
談
や
調
査
依
頼
と
い
う
こ

と
で
対
応
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の

相
談
と
異
な
り
、
現
地
調
査
な
ど
の
費
用
は
必
要

で
す
が
、
現
地
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
正
確
な

こ
と
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
調
査
を
担
当
し
た
者
の
責
任
に
お
い
て
で
は
あ
り

ま
す
が
、
見
解
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

編
集
後
記

牧
野
隆
義

　

日
本
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

に
比
べ
感
染
者
は
圧
倒
的
に
少
な
い
の
だ
が
、
未

知
の
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
こ
と
で
市
民
が
疑
心
暗
鬼

と
な
っ
て
い
る
。
建
築
資
材
の
一
部
も
海
外
の
工

場
が
担
っ
て
い
る
よ
う
で
納
期
な
ど
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
。
政
府
対
応
に
批
判
も
あ
る
が
、
自
ら

が
正
し
い
情
報
を
選
択
し
、国
難
を
回
避
し
た
い
。

　

三
月
号
で
は
、
二
〇
一
七
年
一
月
号
以
来
途
絶

え
て
い
た
建
築
人︵
び
と
︶の
コ
ー
ナ
ー
が
企
画
さ

れ
た
。
二
〇
一
二
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
携
わ
っ

て
き
た
編
集
の
一
人
と
し
て
大
変
感
慨
深
い
も
の

で
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

個
人
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
一
〇
年
前
に

建
築
士
会
青
年
委
員
時
代
の
同
士
五
名
とSCM

A

と
い
う
名
で
、
建
築
を
目
指
す
学
生
及
び
建
築
に

携
わ
る
若
手
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
た
。一
〇
年
経
つ
の
で
、
京
町
屋
を
一
泊
借
り

て
、
五
人
の
同
士
で
朝
ま
で
熱
く
語
り
合
っ
た
。

当
時
は
一
〇
年
後
を
語
り
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
の

一
〇
年
を
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
を
各
人

発
表
し
た
。
ト
コ
ト
ン
建
築
に
生
き
、
語
り
合
う

仲
間
が
で
き
た
建
築
士
会
に
感
謝
を
し
た
い
。

設
計
業
務
に
ま
つ
わ
る
相
談

　
﹁
無
資
格
の
大
工
が
請
け
負
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

確
認
申
請
を
頼
ま
れ
た
。建
築
基
準
法
で
は
一
〇
〇

㎡
以
下
の
木
造
住
宅
の
場
合
無
資
格
者
で
も
設
計

が
可
能
だ
が
、府
条
例
で
五
〇
㎡
以
下
に
制
限
さ
れ

て
い
る
。府
下
で
五
〇
～
一
〇
〇
㎡
の
住
宅
を
建
築

す
る
場
合
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
る
の
か
？
﹂こ

れ
は
、建
築
士
か
ら
の
相
談
で
し
た
が
、お
そ
ら
く
施

工
者
か
ら
相
談
さ
れ
た
建
築
士
が
本
会
に
相
談
を
し

て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。施
工
者
か
ら
の
相
談

に﹁
事
務
所
登
録
を
し
て
い
な
い
と
設
計
が
で
き
な

い
の
か
？
﹂と
い
う
の
も
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
一
つ
で
す
。

建
築
士
の
紹
介

　
﹁
耐
震
診
断・設
計
補
助
金
申
請
な
ど
す
べ
て
を

任
せ
る
建
築
士
の
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
。工
事
は
当

方
が
す
る
前
提
。長
く
お
付
き
合
い
で
き
る
方
を
紹

介
し
て
欲
し
い
。﹂﹁
工
事
中
の
敷
地
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
性
を
写
真
か
現
地
で
見
て
ほ
し
い
。お
金
は

か
か
っ
て
も
い
い
。自
社︵
施
工
店
︶で
負
担
す
る
。﹂な

ど
の
建
築
士
を
紹
介
し
て
欲
し
い
、と
い
う
相
談
も
あ

り
ま
す
。適
宜
担
当
委
員
会
に
割
り
振
っ
て
い
ま
す
。

会
社
が
納
得
で
き
な
い

　

施
工
業
者
で
働
く
建
築
士
か
ら
の
相
談
の
中
に
、

﹁
ゼ
ネ
コ
ン
の
下
請
け
で
現
場
に
入
っ
て
い
る
が
、
監

督
の
ミ
ス
で
設
計
通
り
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
ご
ま
か
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
か
ぶ

り
厚
さ
不
足
や
配
筋
間
違
い
な
ど
か
な
り
酷
い
。
自

分
も
建
築
士
な
の
で
納
得
で
き
な
い
。
ど
こ
に
言
っ
て

い
け
ば
い
い
か
？
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
文

面
だ
け
で
す
が
、
深
刻
な
相
談
の
よ
う
で
、
相
当
た

ま
り
か
ね
た
よ
う
で
す
。

相
談
悲
喜
交
々

　

建
築
士
も
施
工
者
も
色
々
と
悩
ん
で
い
ま
す
。
解

決
に
至
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
話
を
聞

い
て
も
ら
う
だ
け
で
楽
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

三
月
十
八
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
七
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
八
名 

監
事
一
名 

名
誉
会
長
他
一
八
名

︵
１
︶ 

二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
八
、一
五
九
、

六
四
三
円
、支
出
一一
、二
六
六
、〇
三
三
円
、差
引
△
三
、

一
〇
六
、三
九
〇
円
で
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引

六
、六
七
四
、〇
二
九
円
を
報
告
し
て
承
認
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
三
月
現
時
点
の
決
算
見
込
額
を
算
出
し
、

本
年
度
予
算
に
対
し
て
約
七
万
円
の
黒
字
見
込
み

を
報
告
し
ま
し
た
。
会
費
収
入
は
ほ
ぼ
予
算
通
り

の
見
込
み
で
す
。
事
業
は
、
定
期
講
習
や
監
理
技

術
者
講
習
が
国
の
通
達
に
よ
り
感
染
防
止
の
た
め

に
中
止
し
た
こ
と
に
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

︵
３
︶
次
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
基
本
目
標
を
定
め
、
公
益
目
的
事

業
部
門
及
び
収
益
事
業
部
門
と
そ
の
他
事
業
部
門

の
三
部
門
と
し
た
事
業
内
容
と
そ
の
目
的
を
審
議

し
、
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
次
年
度
予
算
は
今
年
度
の
実
績
を
基
に
審

議
し
、
収
支
総
額
一
五
六
、二
〇
〇
千
円
、
差
引

額
〇
円
の
予
算
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
次
年
度
に
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見

込
み
は
な
い
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
６
︶
次
年
度
の
委
員
会
組
織
は
、
現
状
に
記
念

事
業
と
対
外
事
業
の
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
追
加

し
、
次
期
役
員
候
補
者
の
理
事
四
六
名
、
監
事
二

名
の
会
務
分
掌
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
７
︶
大
阪
市
長
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
依

頼
が
本
会
に
あ
っ
た
場
合
は
、
本
会
会
員
を
派
遣

す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
支
援
委
員
会

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
登
録
者
を
派
遣
し
業
務
を
遂
行

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
委
員
会
の
運
営
規

程
を
一
部
改
定
す
る
こ
と
も
承
認
し
ま
し
た
。
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城東区複合施設　日建設計

　本施設は、城東区内に点在する各施設が老朽・狭隘であることから、区の防災
活動拠点としての機能保持、利用者の安全性向上、公共施設の集約化による利
便性の向上、施設規模の拡充を目的に複合施設として建設され、区役所・保健福
祉センター・区民センター・図書館・老人福祉センターから構成されている。
　堅苦しいイメージがなく、街に対して威圧感を与えないデザインとした。区民が利
用しやすい区役所を目指し、南面は緑のスクリーン、北面は公園に開いたガラスの
スクリーンで構成した。ホールや公園で遊んだ帰りに気軽に立ち寄れる自然光あ
ふれる明るい図書館・区役所窓口・ホールホワイエや開放的な老人福祉センター
など、既成概念にとらわれることのない複合施設を目指した。
　施設の特性や立地条件から、利用者は様々な方向からアクセスすることが予想
されるため東・西・南に面するいずれの道路からも施設に入りやすい計画とした。上
階への動線は区役所窓口に近い建物中央に設け、さらに北側は公園からも各階
にアクセス可能な屋外階段・テラスを設け、公園に遊びに来た子供がふらっと図
書館に行けたり、老人福祉施設利用の帰りに区民センターでのイベントを発見す
るなど、お年寄りから子どもまで偶発的な出会いや交流が生まれる工夫をした。
　外観や内観、床パターンなどに音符をモチーフにしたデザインを盛り込み、区の
花モクレンやコスモスをイメージさせる色を内装材・建具・サインに配色することで利
用者が色で施設をイメージできるようにした。また、南面の多機能スクリーン・安定し
た北側採光を取り入れるガラスファサード・重力換気利用を視覚化した折板デザイ
ン屋根など、建物全体に環境配慮を取り入れたデザインとした。
撮影：エスエス大阪、近代建築社　第39回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
赤木　　隆（あかぎ・たかし）
1972年 兵庫工業高等学校卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門シニアエキスパート

惠本涼太郎（えもと・りょうたろう）
1997年 京都工芸繊維大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門ダイレクター

尾口　晴基（おぐち・はるき）
2009年 室蘭工業大学大学院卒業後、
 株式会社日建設計に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：大阪市都市整備局・
 株式会社日建設計
施　　工：浅沼・中林特定建設工事共同企業体
所 在 地：大阪市城東区中央3丁目5番
用　　途： 区役所、集会場（区民ホール）、
 図書館、老人福祉センター、事務所
建 築 主：大阪市
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
構造規模：SRC造、一部RC造・S造、
 地下1階、地上4階
工　　期：2014年1月～2016年3月


